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慶應義塾大学　日本語・日本文化教育センター紀要
『日本語と日本語教育』53：76（2025.3）

〔大学院文学研究科修士論文〕

規模・形状の小ささを表す外来語由来の造語成分に関する研究

栗原光司
日本語には、規模・形状の小ささを表す外来語由来の造語成分がいくつも存在し、互
いに意味上棲み分けを行いながら、日本語の造語に関わっている。本稿では、その中で
も「ミニ」、「プチ」、「リトル」、「マイクロ」の 4つを取り上げ、後接要素の語種、意味
分野、及び各造語成分を含む合成語の用例からそれぞれどのような意味用法を有するの
かを明らかにすることを目的とし、調査を行った。資料は主に BCCWJを用いたが、筑波
ウェブコーパスや Goggle検索で補完した。その結果は以下のようになった。
「ミニ」は、『分類語彙表（増補改訂版）』の「生産物」部門の下位分類にあたる中項目
のうち「道具」や「食料」にあたる要素と結合しやすい。また、林慧君（2015）で指摘さ
れていた「ミニディズニーランド」のような「ミニ」の比喩的用法が、固有名詞に限ら
ず、「ミニ親善大使」のように社会的地位が高い職業や肩書きなどが後接する例にも確認
され、本来のそれには及ばないが、部分的にその特徴や性質などが捉えられ、その人物
の様子や振る舞いが類似していることから「ミニ～」と例えられることが分かった。
「プチ」は「活動」部門の下位分類にあたる中項目のうち「生活」「心」「交わり」にあた
る要素と結合しやすく、これらの要素と結合する場合、「プチ整形」という例のように、
その事柄の本格性や正式さを限定し、「気軽さ・手軽さ・カジュアルさ」といった語感を
伴う場合が多い。また、「プチ」には、ある話題や素材、事柄などを自分に近いものとし
て、引きつけて捉えたり、小ささの程度について主観を前面に押し出して捉える性質が
あることが分かった。
「リトル」は「主体」部門の下位分類にあたる中項目のうち「動物」や「人物」といった
要素と結合しやすい。辞典の語釈にみられる「小さい」「子供の」といった意味のほか、
「リトルクラシックバレエ」のように、「子供向けの」「年少者を対象とした」という意味
で使われたり、「リトルアジア」という例のように、後ろに地域名や国名を伴い、それら
のイメージや特徴などが凝縮されたエリアを規模的に限定しながら示すというような用
法があることが分かった。
「マイクロ」は「生産物」部門の下位分類にあたる中項目のうち「機械」にあたる要素
と結合しやすい。「マイクロ」は国際単位系で 100万分の 1を表す単位でもあるので、サ
イズや規模の面から後接要素をマイクロレベルの小ささに限定したり、「マイクロ手術」
のように後接要素の対象が微小な世界のモノや領域であることを表すという 2つの主要
な用法に加え、「マイクロ会話」のように、ある集合体の構成単位に注目した使い方や、
「マイクロマネジメント」のように動作性を伴う名詞を副詞的に修飾するといった副次的
な用法も確認された。
以上述べたように、規模や形状の小ささを表す造語成分「ミニ」「プチ」「リトル」「マ
イクロ」の意味用法とその相違点を多少なりとも明らかにすることができたが、今後の
課題として、「
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ニ大根」のような造語成分を重ねる拡
張的用法の分析が必要であると考えられる。


